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本論文の目的は、 ポスト ヒューマニティーズエコクリティシズム思想家である T．モート

ンのエコ ロジー思想の特徴と意裁を見出 し、水俣病事件と生物多様性の保全を手がかりと

してモートンのエコロジー思想の限界を明らかにすることにある。モート ンは人間が、世界

がもはや純粋ではないという事実を受け入れ、＇非人 間と親密かつ非調和的に共存するこ と

を望んでいる。しかし、モートンは、人間と非人間との共存が非常に複雑な問題であること

を見落としているe このため、筆者はモートンの主張を極端であると考えている。

筆者は、人間と非人間との共存という課題を、人間側と非人間側の両方から考察するこ と

が必要であると考えている。モートンは、すべての人間が非人間と切り離せない存在である

ことを受け入れるべきだと提唱している。しかしム、7 日の環境危機は仝人類の責任なのだろ

うか。第二に、地理的、経済的、政策的、医療的、職業的、年齢的など多く の要因によって、

直面する リスクとその対処能力は個人によって呉なる。人間の間の差異を無視して、すべて

の人間が非人間と共存すべきだと主張するのは、公平と正義の原則に反すかさらに深亥Uな

ことは、 有寄な非人間と大羹に共存する人々が、健康や精神にダメージを受け、愛する人を

失い、差別を受ける可能性があることである。 一方、モー トンの提示する非人間とは、動植

物や有台物質など、人間以外のあらゆるものを指している。人間と有言物質の共存は本当に

可能なのだろうか。 また、その場合、有毒物質の星はどの程度なのか。有考物質と人間の共

存を許せば、環境を犠牲にして生産性を上げようとする経済発展モデルに貢献し、環境破壊

を悪化させ、社会的不公花を拡大させることにならないか＾このような疑問を持ちながら、

笠者は水俣病事件と生物多様性の保全を丁寧に考察していくことで、人問と非人間との共

生という問題の複雑さを提示する。本論文は六つの章で展開される。

第一章では、 モートンの主要な著作である『自然なきエコロジー』から、ダークエコロジ

ー思想の起源、具休的な内容およびそれが示唆する意義について詳しく述べていく，「ネイ

チャーライティング」 (naturewriting)による自然哀境や雰囲気から啓発を禅て、モートンは

非人間の考察を始めるc モート ンは、非人間的なものは人間を取り囲む「アンピエンス」の

ようなもので、つかみどころがなく、逃れがたいものだと考えている C 同時に、モートンは、

ネイチャーライティングで描かれた自然は、実は現実には存在しないことを発見した。 一

九世紀のロマン主義時代における消費主義の影響で、自然も商品になっていたしそれゆえ、

モートンは、自然を取り去るという文脈で、人間と非人間との非調和的な共存を促したので

ある。これはダークエコロジーの本旨でもある。モー トンの非人間的な概念も、思弁的実在

論とオプジェクト指向存在論の影菩下で、アンビエンスから奇妙なよそ者、そしてハイパー

オプジェク トヘと二段階の変化を遂げているつ特に、ハイパーオプジェクトは、 地球浪暖化

や核放射線といった環境危機と結ぴついている。

第二辛では、人新世という地百概念に魚点を当てな人新世はモートンが強く擁護してい

る地質学的な概念である。モート ンは、地居に人間の力が入り込んだ人新世が、人間と非人

間の絡み合った関係を適切に表していると考えた。しかし、 モー トンが人新世を唱えたから

といって、人間の中心性を認めたわけではな・いことを筆者は強調しておきたい。むしろモー



トンは、人新世において、人間活動が引き起こした、人F月の手に負えない一連の環境危機を

通じて、人々が人間(/)限界を認識し、それによって地球がもはや純潔ではないという事実を

受け入れることを期待しているC 一方、モートンは、人新世の始まりは新石器時代にまでさ

かのぼることができると考えている，そしてモー トンは、人新iff::O.）環境危機は、世界中に広

がった農業のあり方という「アグリロジスティクスJ(agrilogistics) によって引き起こされ

たと指摘している。しかし、他の学者による人新世の開始時期に関する考察を検討すると、

人新世の原因はモートンが提案するような単純なものではないことが明らかにするc 人新

世は、人問に関する地質学的な概念以上に、歴史、文化、社会、経済の発展と密接に結びつ

いているものである。

第二章では、 D．ハラウェイによるク トゥルー新世と J.w．ムーアによる資本新世という人

新世に代わる言葉を詳細に検討し分析する。ハラウェイの考えでは、他の種の生物と比較し

て、人間には特別なものは何もない。人間のノ」を強調しすぎると、人間と人間以外の生き物

との密接な防係を見失いがちになる。ムーアは、人新世によって人間の区別が曖昧になり、

環境危機の責任は我々全員にあると思い込んでしまいがちだと主張する。この点について

モートンは、 植民地主義が人新世の環境危機を引き起こしたことは認めるが、極端な話、す

べての人間が消費主義の影蓉を受けていると主張する。つまり、モー トンは、環境危機の責

任は先進国の富裕屑だけでなく、すべての人間にあると唱えているっしかし、ムーアは、資

木主義的生産様式のもとでは、先住民や奴隷とされたアフリカ人などが人間の領域から排

除され、安価な自然の一部となったことを指摘する。人新世の環坑危機の責任は、特定の人

物ではなく 、資木主義的生産様式全体にあるのである。筆者はクトゥル一新世と資木新世が

示唆した意義からモー トンのダークエコロジ一恩想の限界を見出した。

第四章では、第三章の主張を受け、ダークエコロジー思想を現実世界の枠組みの中に匿き、

水俣病事件に対する石牟礼道＋の譲論を手がかりとしてダークエ＝ロジーの欠点を補うこ

とを試みる。近代工業化の急速な発展は、 日本に莫大な利洞をもたらすと同時に、環境汚染

による悲劇を引き起こした。水俣病事件はその悲劇の一つである。

水俣病亨件で録呈した政府、社会、医療の問題と教訓を提示する石牟礼や宇井純らの議論、

リスク社会における有完物質の許容値に関するドイツの社会学者である u．ベックの考察、

川本輝夫およぴ緒方正人らの水俣病被害者と加害企業との固争などを徹底的に分析して、

筆者は人問と非人開との共生の複雑さを提示する。水俣病患者と有機水銀の関係は、まさに

モートンの提唱する人問と非人間との非調和的な共存の姿である。モートンとは対照的に、

石牟礼は水俣病事件を通して、人問と非人問との共存の複雑さを見抜いているc 具体的に

は、水俣の住民と自然との相互依存関係を見る•方で、水俣病患者と有機水銀との痛ま しい

共存を見出したのである。水俣病の被害者は有機水銀との共存を素直に受け入れることが

できなかった。モートンは、被害者の健康や心の傷を無視し、生き延びようとする本能を無

視する。工業化によって引き起こされた瑛境汚染が、ー自然に依存する水俣の住民に致命的な

影聾を与えることは無視されている。モー トンの提唱する非調和の共存は、金銭と利益が辰
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優先される産業文明の価値硯を促進するものである。筆者は、ダークエコロジーの最も暗い

意味は、すでに汚染された部分が修復されないことであると考えているc

第五幸では‘."生物多様性」と いう非人聞と の関係において最も顕著な閲類を取り上げ、

生物多様性の価値および生物多様性の大星喪久の))飢大］を見出し、生物多様性の保全の意義

を提示する。筆者は生物多様性に関する科学的事実を通じて、自然環J-立が抵抗力と回復力を

持っていることを示し、生物多様性の保全が人々の努力に値する事業であることを提唱す

る。スウェーデンの環境学者である J．ロックストロームによると、安全な範囲内で発展すれ

ば、地球は健全な状恕に保たれ、自然に取り返しのつかないダメ ージを与えることはない。

一方、筆者は、稲多様性が最も高い陸上生態系の熱帯雨林を例に、熱帯雨林の森林が大量に

失われる原因を牛態学者である J.H．ヴァンダーミーアと l．ペルフュク トの議論を参考にし

てまとめも熱帯雨林の破壊の原因は、不合理な農業転換による技術的 ・環境的問題だけで

なく、その最も根本的な原囚は、社会における不平等な発展と貧困の問姪であるC ラテンア

メリカや南アメリカに分布する熱帯雨林は、国際的な経済的 ・政治的な不利から、先進固の

商品作物のプランテーションになっている。作物の市場価値が下がると、プランテーション

で雇用されていた現地の人々が失業し、貧囚の問題が深刻化する。小作農に復帰した失業者

は熱帯雨林に土地を求めざるを得ないc その結果、熱帯雨林の環境問題はさらに悪化する。

同じ意味で、環境保護を目的に始めた不買運動も、南側の貧しい国々では失業者を出すこと

になりかねない。環境危機の完全な解決には、科学技術の合理的な利用だけでなく、社会の

公正と笠困の撲滅が必要である。そのためには、筆者は行政、メディア、教育、 地域レベル

の変革など、さまざまな取り組みが不可欠であると提唱する，このような提唱は、既存の社

会構造の中で実現することは難しいが、少なくとも環境危機を解決するために、どのような

方向に進むべきかを明らかにすることに役立つだろう。

終章では、以上の検討を通じて明らかになったことをまとめる。モー トンにとって、 牛と

死の問題よりも重要なのは、人間の意識の変化である。つまり、人間は自分の認識の有限性

を受け入れて、人間的尺度を超えた世界を考えるべきだということである。これこそが、モ

ートンのダークエコロジー思想の意義であると筆者は考えている。しかし、水俣病事件や生

物多様性が激減した事実などから、人間と非人間との共存という課題は、モートンが語るほ

ど単純ではないことは明らかであるe モー トンは、人間と非人間の二つの概念を包括的に二

つの集合名詞にまとめ、両者の内部にさまざまな違いがあるこ とを無視したc 環境問題を放

慨すれば、工業化による汚染、国際経済と政治の不均衡による貧宮の格差、政府の社会医療

メディアの改善、一般市民の権益などの問題が無視される可能件が高い。しかし一方で、

SDGs(l）ような持続可能な開発戦略は、登本主装が生産を拡大するもう一つの方法なのでは

ないかという疑間もある。 本論文では、人rflりと非人間の錯綜した関係を明らかにしながら、

次のような問姪を提示する。環境保全と社会的公止を実現するために、持続可能な開発戦略

をどのように機能させるかは、依然として非常に難しい問題であな これは人新世が我々に

与えた課題であるだけでなく、筆者が今後研究すべき方向でもある。
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（別紙1)

論 文審査の結果の要旨

氏 名 張凌番

論文題目
人新世における人閲と芥人間との閲係に関する考察

―ティ干シー・ モー トンと石牟礼道了を手がかりとして一—

要 旨

本論文は、「ダーク ・エコロジー」の提唱者であるティモシー ・モートン (1968~)の思想の特徴を描き出すとと

もに、その一面性と限界を、石牟礼道fの『苦洵浄土』が描き出す水俣病の悲惨と自然回復の希求の視点から批判的

に考察し、さらに、有機水銀や放射性物質といった苺物と人間との関係に焦点をあてて、生物多様性をめぐる閑題の

複雑性を際立たせようと試みる論考となっている。

本論文の全体的構成および主たる議論は、以下の通りである―まず｀第•部「ダーク ・ エコロジー思想に関する

試論」では、モートンの代表作『自然なぎエコロジー』陳著2009／日本語版，2018)に基づき、「ダーク ・エコロジI

-•-」思想の核心は、ロマン主毅的な 「純粋なる自然｝概叙吼間とい間と非凡コ印況洪存」吋是悼こあることを躍認し、二項お

等抒畷肛立たなない「アンビエンス」から 「奇妙なよそ者」へ、さらに「ハイパーオブジュ：クト」へとヨ到啓噂訂認示すその

概 打を、地球温暖化や核汚染といった環院危機に応じたものとしてその意義を評価するとともに、その士要

概念の曖昧さに伴う問題性と限界を指摘する。

続く第こ章では、 「人間と非人間」の交錯を主題化するモ—ートンの思想を「人新世」をめぐる譲論の中に位置づ

けつつ、環椀危機の主たる原因を、新石器剛・tにおける農業生芦様式（アグリロジスティクスめ発展に見るそ⑬

え方は単純すぎるものであり、 「人新世1概叙ま、 社鎚勺・紐畑惰覗比も甜業瑶結びついたものとして捉えられるべきと

論じる。

I 第三草では、 D．ハラウュイによる「クトゥルー新世」概念と J.w．ムーアによる「寅本新囲概念も視野に入れる

ことにより、より広い枠組からモートンの思想の特徴を検討する。ハラウェイは、人新世をめぐる顕岩土全槌勺こ

間の影岨が過大視することによって様々な牛物種との密接な関系を見失ってしまう危痴生に勢鐘を嗚らしており、ムーアは、

モートンも炭処している包拍的・抽帥勺な I9人新世」概念によって庫痴も南i園疾などが後景に押しやられしまうさしまう

ことの問題性を指摘していることを踏まえ、培者はモートン屈想⑬醐勺を際立たせている。

晒取ま水俣店の実態と被害者の苫しみを主題とした 『苫海浄土に表れている石牟礼道子の自然思想と対比す

ることを通じて、ダークエコロジ一思想の限界を浮き彫りにするとともに、その批判的乗り越えの方向を探る。石

牟しや宇井沌によって提示された、公沓に対する政治均・社会和準榔入有帯物質の「許容値」という表現が含んでいる

問題に関する社会学者ベックの考察に加え、水俣病被害者と加害企業との裁判関争なども視野に入れ、筆者は、モ

-·易••^ • ..•、···--
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ートンにおいては十分にぢ鄭ヒされていない「人間と非人間」との「非調祖的な」関係がもたらす現実の深刻さ、 「共

i存」を回復するための具体的}j策の必要性を強調する。

1 第五章芍文庫日と非刈閉と吋薙系をめぐる問団の影こるも(/)として／廿姥瑚tt:［急激な痰図氾題が取り卜げられる。筆

｝者は一方で、ダークエコロジーが主張するところとは異なり、自然蝶懃井麻加北回旬Jを持っていることを、スウェー

デンの環境学者ロックストロームなどの誰論を踏まえつつ確認する。 しかし、生物多様性の保全は可能能な事業

ではあるが、そのためには、科学技術の合理的な利用だけでなく、社会的不公正と酋困の撲城が必要であると論じ

る。

終案では以辰織論狂結えつつ、モートンのダークエコロジ一思想0注眼は世界と自己についての御膨泊方を変化

させること、人晶守］凡度を匿えた世界を考えるための主；環胴的・芸滋紅頭籾湘界にあるが、水俣病被沓や生物多様性

雌命減といった深刻な現実を宜視するならば、 「人間と非人間との共存」という課題はモ-―トンがボ唆するほど戦咀で

はないと結裔づける。さらに、環菌写染、酋富の格差などの問題の解決には、緊急かつ本格的な取り組みが必要とさ

れているが、 S恥sの名のもとにおける、いわゆる「持続可能な開発」戦賂は、資本主義的生産を維持・拡人する方法と

なっているのではないかとの疑問を提示し、今後な測祖としている。

以 じのように本論文は、現代の環境思想において議論の一つの的となっているモートンの「ダーク ・ エコロジー•J

思想の特長及ぼ迎垣点を、石牟礼道子などによる関連著作と対比検討することを通じて、 「人間と非人間のあいだ」

の関係の複雑な諸和を明らかにし、そのありうべき I共存」の方向を探るという、きわめて大きな意義のある課題に

取り込んだ意欲作である＜，取り上げられている思想 ，迎論の概略を述べることに多くの紙幅が費やされており、著者

自身の主張が十分に展開されていない悩所もあるが、主題と議論の碁本的方向は高く評価される。f補論」は、福島

や水俣でのフィールドワークで自らが感じ考えたことの大変貴重な報告となっており、今後のさらなる屎開が期待さ

れる。以上の点から、本審査委員会は、論文提出者・張凌笞が博士（学術）の学位を授与されるに足る資格を有する

ものと判定した。

審査委員
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